
予算要求資料
平成３０年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　教育普及活動費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　岐阜県美術館　総務部　管理調整係　電話番号：058-271-1313
　　　　　　　E-mail：c21801@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　   866千円　（前年度予算額：1,672 千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	1,672
	0
	0
	0
	0
	0
	847
	0
	825

	要求額
	866
	0
	0
	0
	0
	0
	41
	0
	825

	決定額
	866
	0
	0
	0
	0
	0
	41
	0
	825


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・教育普及活動
一昨年度より日比野館長ディレクションによりアートコミュニケーション事業として、「ナンヤローネプロジェクト」を立ち上げた。

次年度は、上半期は、所蔵品を使ったワークショップやアートツアーを行う。下半期の休館時には、館外での事業を県民に広報するサテライト会場(アクティヴG２階催物案内スペース)を設置する。

・スクールミュージアム
遠隔地の児童、生徒は本物の美術作品を鑑賞する機会が少なく、学校側からは、「本物を持ってきて欲しい」という要望が強い。本事業は、未来の来館者である児童・生徒を育成の場を作り、将来的に芸術文化の振興に寄与するものである。

（２）事業内容

・教育普及活動
1 ナンヤローネワークショップ(アートコミュニケーションを核としたワークショップ)

2 ナンヤローネアートツアー(アートコミュニケーション作品「SuchSuchSuch」 あんな・そんな・こんな)を用いた新しい鑑賞体験ツアー)

3 休館後のサテライト会場（県図書館、ぎふ清流プラザ等）での教育普及活動並びに広報活動を行う。それぞれの会場では、半期に3回程度の広報イベントや無料ワークショップを行う。
4 アウトリーチ（館外活動）による地域との連携事業(GIFUアートフェア、県図書館、ぎふ清流文化プラザ等)

・スクールミュージアム

学校の教室等に一日の美術館展示室を作り、美術館の所蔵品を展示、解説する。

（３）県負担・補助率の考え方
　　　県民が芸術文化に触れ、身近に親しむことを通して、文化的な感性を高めていく機会に資するものとして、県の負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	57
	準備旅費、広報旅費、講師旅費

	需用費
	368
	消耗品費、打合せ会議費、パンフレット印刷費

	役務費
	29
	保険料、郵送料等

	委託料
	383
	看板等製作費

	使用料
	29
	保険料

	合計
	866
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）事業主体及びその妥当性
　　教育普及事業は美術品の作品展示事業とともに美術館の重要な二つの事業のうちのひとつである。県が事業の主体となって行うことは妥当である。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　ナンヤローネプロジェクト、移動美術館等を通して、幼児から一般まですべての県民の文化振興に寄与する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	開催の場所、時期、内容によって参加者数等が異なるため明確な指標を設定することができない。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

H28年度ナンヤローネワークショップ　13回　参加人数　668人
H28年度ナンヤローネアートツアー　　13回　参加人数　404人

H28年度移動美術館　会場：美濃加茂市民ミュージアム

会期：H28.9.17～H28.10.23　　観覧者数　883人


（前年度の成果）
	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　日比野館長ディレクションによる「ナンヤローネ」プロジェクトを根幹に、ワークショップ、アートツアーを定期的に行うことで、広く県民に美術館の新しい鑑賞教育を提供することができた。
　美術館来館者のさらなる開拓をはかり、より親しまれる未来型の美術館を模索する。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	２０２０年に向けて、美術館も広く社会との連携が求められており、本事業は、美術館の顔ともいうべき事業であり県の関与が妥当である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	岐阜県美術館教育普及事業に対する県民の期待は大きく、事業への参加者も定着している。本事業はさらに新しい方向性を打ち出すもので、期待以上の成果が得られている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

○

	対象を子どもから一般まで広く広げたことで、分けて行っていた事業の効率化をはかることができた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
参加者のニーズが多様化するなかで、その都度新しいことが求められており、人的、予算的な裏付けが課題である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

美術館にとって普及事業は常に県民の顔を見ながら、ニーズに答えていく事業であり、参加者の声を丁寧に拾いながらそれを次の事業に生かしていく。


